
平成２２年度一般会計当初予算説明資料
６款 農林水産業費

３項 農 地 費 耕地課（内線：7334）→ 農地・水保全課

１目 農地総務費 （単位：千円）

財 源 内 訳

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

とっとり農山村資 (財産収入)

源保全活動推進事 20,028 18,782 1,246 19,028 1,000

業

トータルコスト 41,812千円 （前年度 54,408千円） ［正職員：2.7人］

主な業務内容 事業計画、広報・審査、現地調査、補助金事務、基金運用事務、委託事務など

工程表の政策目標
―

(指標)

事業内容の説明

１ 事業の目的・概要

「鳥取県中山間ふるさと農山村活性化基金」の運用益を活用して、中山間地域における井手やた

め池などの農業生産基盤を有効活用した、地域住民やNPO等の創意工夫と協働活動による新たな取

組を市町村と共に支援する。

２ 主な事業内容 （単位：千円）

区 分 予 算 額 事 業 内 容

(新) 井手・ため池等の農業生産基盤を活用した

みんなで取り組むとっとり井手 12,685 ①土地改良区、集落等が主体となる保全活動

・ため池保全活動支援事業 ②施設管理者以外のNPO、実行委員会等が行うモデル

的保全活動

を公募し、審査会により選定する

① 活用推進交付金 （9,000） ・補 助 率 1/2 （上限：300千円／地区）

・予定地区 30地区

② モデル支援交付金 （2,000） ・補 助 率 定額 (上限：1,000千円／地区）

・予定地区 2地区（初年度のみ支援）

③公募・審査等事務費 （1,685） 保全活動に係る公募、審査会等に要する事務費

じげの農業復興プロジェクト支 中山間集落等において、今後の継続的な営農を可能

援事業 300 とするための新たな仕組みづくりについて集落・市

町村等と共に検討する

「農山村ボランティア事務局」 農山村地域の農地・井手等の保全活動を手伝う｢農

運営委託事業 5,401 山村ボランティア｣を支援する事務局の運営をNPO法

人学生人材バンクへ委託する

（H21債務負担行為設定） ・委託期間 H21.3.19～H24.2.29

・H22予定地区：26地区 登録ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 115名

積 立 金 642 次年度以降の事業に資するため、「鳥取県中山間ふ

るさと農山村活性化基金」へ積み立てる

小 計 (基金運用益事業) 19,028

県 事 務 費 1,000 連絡調整、現地調査、補助金事務に関する経費

合 計 20,028

３ これまでの取組状況、改善点

①前年度の成果

井手・ため池再生支援事業(１４集落)、井手・ため池イベント開催支援事業(１１集落等)、

じげの農業復興プロジェクト支援事業(１３集落)、農山村ボランティア(２６地区への支援)を

通じて、中山間集落における農業継続や都市住民等との交流を推進した。

②改善点

これまでの事業細区分を見直し、ソフト活動から簡易な補修整備までを一体的に実施可能と

するため、従来の井手・ため池再生支援事業とイベント開催支援事業を統合し、事業主体が創

意工夫して実施できるように交付金事業とした。


